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Peace River L6 コンドライトの衝撃溶融脈（ショックメルトベイン）から，初

生オリビン（Fa24-66）を置換した，Mg に富むワズレアイトと Fe に富むリングウ

ーダイトの共生組織が見出された[1]．ワズレアイトとリングウーダイトは等粒

状であり，両者の化学組成には大きな差があった（Fa 成分を基準とすると、そ

の組成差は最大で 32 mol％に達する）．このような大きな組成差を持つワズレア

イト－リングウーダイト共生の報告は初めてである．この共生組織が初生オリ

ビンから固相－固相間相転移で生成するには、高圧・高温状態が長時間（＜～

100 秒）持続する必要がある。しかし、微惑星同士の衝突で生じた高圧・高温

状態の持続時間の見積もり結果（マイクロ～ミリ秒）とは大きな差があり[2-3]、

現実的ではない。そこで、我々はオリビンメルトからの分別結晶化によりワズ

レアイトとリングウーダイトが生成したと提案する。すなわち、衝撃により発

生した高温・高圧でオリビンが融解し，まず Mg に富むワズレアイトが晶出し，

引き続いて Fe に富むリングウーダイトが結晶化したと考えられる．(Mg, 

Fe)2SiO4 組成を持つデンドライト部分とその内部にワズレアイトが見出された

ことも融解したオリビンからワズレアイトとリングウーダイトが直接晶出した

ことを支持している．融解したオリビンを起源とするオリビン高圧相の発見は

世界で始めてのことである． 
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